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学
校
法
人
弘
前
学
院

理
事
長

　
阿
保

　
邦
弘

　

青
山
学
院
長
と
し
て
の
教
育
方
針

　

一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
本

多
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
。
満

四
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
東
京

英
和
学
校
校
長
に
就
任
し
、
青
山
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十
七
年
間
の｢

本
多
時
代｣

が
こ

こ
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
本
多
の
教

育
方
針
は
当
時
の｢

東
京
英
和
学

校
一
覧｣

に
明
確
に
示
さ
れ
て
い

る
。
明
治
二
十
四
年
度
の
一
覧
に
は

「
本
両
学
部
（
予
備
学
部
・
高
等
普

通
学
部
）
ノ
目
的
ハ
独
リ
知
育
ヲ
与

フ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
基
督
教
主
義
ノ
道

徳
ヲ
以
テ
学
生
ノ
品
性
ヲ
高
尚
優
美

ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
」
と
あ
っ
て
、

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
明
記
が
あ
る
。

「
徒
ラ
ニ
一
種
特
異
ノ
取
締
法
ヲ
設

ケ
之
ヲ
学
生
ノ
上
ニ
強
行
セ
ン
ト
ス

ル
ハ
是
レ
本
校
ノ
主
眼
ニ
ア
ラ
ズ
、

繁
律
冗
法
ハ
努
メ
テ
本
校
ノ
避
ク
ル

所
ニ
シ
テ
成
ル
ベ
ク
ハ
自
治
自
制
ニ

ヨ
リ
テ
秩
序
ヲ
維
持
セ
ン
ト
ス
ル
ノ

趣
旨
ナ
リ
、
現
行
ノ
規
律
ハ
経
験
上

ヨ
リ
秩
序
ノ
備
ハ
レ
ル
学
校
ニ
必
要

ナ
リ
ト
思
惟
ス
ル
モ
ノ
ニ
外
ナ
ラ

ズ
、都
テ
（
す
べ
て
）
真
正
ノ
豪
気
、

目
的
ノ
確
立
、
金
言
ノ
遵
守
、
学
業

ノ
研
窮
、
及
ビ
帝
室
国
家
父
母
教
師

ニ
対
ス
ル
尊
敬
ハ
学
生
タ
ル
者
ノ
須

ユ
（
す
ゆ　

わ
ず
か
の
時
）
モ
欠
ク

ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
、
若
シ
此
等

ノ
特
性
ヲ
具
備
セ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
宜
シ

　

本
日
、
こ
こ

に
二
〇
一
二

（
平
成
二
四
）

年
度
の
入
学
式

を
挙
行
す
る
に

あ
た
り
、
弘
前

学
院
理
事
長
・

学
院
長
阿
保
邦

弘
先
生
は
じ
め

入
学
生
の
ご
家

族
の
皆
さ
ま
、

校
友
会
、
父
母

と
教
職
員
の

会
、
理
事
会
、

評
議
員
会
、
教

職
員
各
位
の
ご

臨
席
を
得
て
、

こ
こ
に
式
辞
を

述
べ
る
機
会
を

与
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
私

に
と
り
ま
し
て

誠
に
光
栄
で
あ

り
ま
す
。

え
を
学
ぶ
こ
と
は
、
西
洋
の
学
問
・
歴

史
の
み
な
ら
ず
文
学
・
社
会
福
祉
学
・

看
護
学
な
ど
生
命
科
学
分
野
の
学
問

を
学
ぶ
上
で
い
か
に
大
切
で
あ
る
か

を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
く
の

先
輩
は
、
聖
書
こ
そ
こ
の
世
で
最
も

崇
高
な
書
で
あ
る
と
挙
げ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
皆
さ
ん
は
聖
書
と
な
じ
み

深
い
関
係
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

弘
前
学
院
大
学
の
一
員
と
な
ら
れ

た
皆
さ
ま
に
は
、
大
学
の
エ
ン
ブ
レ

ム
バ
ッ
ジ
を
お
配
り
い
た
し
ま
し
た
。

教
員
も
職
員
も
同
じ
も
の
を
持
っ
て

お
り
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
と
同
門
で
あ

る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
作
り
ま
し

た
。
そ
の
バ
ッ
ジ
の
色
は
ス
ク
ー
ル
カ

ラ
ー
で
す
。
津
軽
の
秀
峰
岩
木
山
を

形
取
り
、
弘
前
学
院
の
頭
文
字
の
Ｈ

と
Ｇ
の
花
文
字
とU

n
iv

e
rs

ity
 

の

略
語
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
1
号

館
の
前
の
三
本
の
ポ
ー
ル
の
真
ん
中

に
は
、
毎
朝
、
校
旗
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

通
学
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
校
旗
の
は

た
め
く
の
を
感
じ
な
が
ら
、
毎
日
の

勉
学
に
励
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
今
日
か
ら
大
学
四
年
間

あ
る
い
は
研
究
科
二
年
間
に
わ
た
っ

て
教
育
、
実
習
な
ど
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
常
に
教
員
自
身
を
自

己
点
検
・
自
己
評
価
し
な
が
ら
進
め

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
皆
さ
ん
か
ら
の
授

業
評
価
は
先
生
方
の
授
業
内
容
に
生

か
さ
れ
ま
す
。
当
然
な
が
ら
学
生
自

身
も
そ
の
授
業
を
ど
の
よ
う
な
態
度

で
臨
ん
だ
か
な
ど
の
自
己
評
価
も
し

ま
す
。
教
員
は
、
常
に
学
生
主
体
の

教
育
や
研
究
指
導
を
考
え
、
い
つ
で

も
ど
の
よ
う
な
機
会
に
お
い
て
も
学

生
か
ら
の
要
望
、
疑
問
な
ど
を
受
け
、

同
じ
目
線
で
議
論
し
合
い
、
受
動
的

で
は
な
く
能
動
的
、
す
な
わ
ち
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
進
め
る
と
い
う
問
題
解
決

型
の
教
育
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
毎

日
の
勉
学
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
、
問
題
が
生
ず
る
こ
と
は
当
た
り

前
。
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
方
法
が
適
切
な
の
か
自

身
で
調
べ
研
究
し
、
そ
し
て
教
員
と

議
論
を
す
る
と
い
う
、
こ
の
よ
う
な

能
動
的
な
姿
勢
を
貫
い
て
い
ま
す
。

問
題
解
決
型
の
姿
勢
は
、
学
生
生
活
、

日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
社

会
で
求
め
ら
れ
る
最
も
必
要
な
姿
勢

で
あ
り
ま
す
。

　

文
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、
看
護

学
部
学
生
お
よ
び
研
究
科
学
生
の
皆

さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
性
の
高
い

教
育
、
実
習
や
演
習
を
受
け
ま
す
。

そ
の
道
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
で

活
動
し
て
行
く
た
め
に
は
人
と
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も

大
切
で
す
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
、
伝
達
、
連
絡
、
情
報
を
受
け

る
こ
と
、
話
し
合
う
こ
と
な
ど
と
訳

さ
れ
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
こ
の

ス
キ
ル
、
能
力
を
身
に
つ
け
た
い
も

の
で
す
。
お
互
い
に
信
用
さ
れ
る
環

境
を
作
る
こ
と
で
、
初
め
て
相
手
に

真
意
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

し
、
的
確
な
情
報
も
得
ら
れ
る
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
ス
キ
ル
や
能
力

を
在
学
中
に
完
全
に
マ
ス
タ
ー
で
き

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
特
に
、
全
て

の
学
部
の
学
生
に
は
学
外
に
お
い
て

実
習
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
看
護
学

部
学
生
は
医
療
施
設
に
お
け
る
実
習

で
多
く
の
患
者
さ
ん
、
社
会
福
祉
学

部
学
生
も
ま
た
医
療
施
設
や
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
方
々
と
接

し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い

て
知
り
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
は

守
秘
義
務
が
生
じ
ま
す
。
決
し
て
他

人
に
は
漏
ら
さ
な
い
、
話
さ
な
い
な

ど
、
弘
前
学
院
大
学
に
あ
る
も
の
と

し
て
そ
の
姿
勢
は
堅
持
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
卒
業
論
文
作
成
で
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
聞
き
と
り
調
査
な
ど
を
す
る
こ
と

◆
◆
◆

入
学
式
式
辞
◆
◆
◆

儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉

ク
去
リ
テ
他
ニ
之
ク
ベ
キ
ナ
リ
。」

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
宗
教
教
育
を

教
育
の
中
心
に
据
え
、
人
格
の
尊
重

と
特
性
の
陶
冶
を
中
心
目
標
と
す

る
。
し
か
も
そ
の
場
合
、
国
家
の
法

を
遵
守
し
、
日
本
社
会
の
現
実
の
秩

序
を
重
ん
じ
て
、
之
と
の
調
和
を
は

か
る
。
政
治
に
対
す
る
旺
盛
な
「
国

士
」
的
関
心
を
持
ち
な
が
ら
、
し
か

も
政
策
の
覇
絆
の
外
に
絶
つ
自
主
独

立
の
高
邁
な
理
想
を
失
わ
ず
、
現
実

に
処
し
て
斬
新
的
に
キ
リ
ス
ト
教
主

義
教
育
の
成
果
を
着
々
と
上
げ
て
ゆ

く
、
此
等
は
す
べ
て
本
多
自
身
の
思

想
と
行
動
の
パ
タ
ー
ン
そ
の
も
の
で

も
多
い
で
し
ょ
う
。
当
然
、
こ
の
姿

勢
を
堅
持
し
て
下
さ
い
。

　

新
入
生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
必
要
で
す
。
こ
れ
は
同
窓

と
い
う
仲
間
同
士
意
識
を
作
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
学
生
、
教
員
、
職
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
よ

う
に
発
展
し
て
行
く
こ
と
で
す
。
弘

前
学
院
に
集
う
全
て
の
学
生
、
職
員

そ
し
て
教
員
は
、
上
も
下
も
な
く
そ

れ
ぞ
れ
同
じ
レ
ベ
ル
の
三
つ
の
輪
で

繋
が
っ
て
い
る
、
繋
が
っ
て
い
る
べ

き
で
あ
る
と
、
常
に
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
一
人
の
学
生
に
対
し
て
は
、

担
任
制
、
い
わ
ゆ
る
チ
ュ
ー
タ
ー
制

を
導
入
し
て
お
り
、
学
生
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
は
も
と
よ
り
教
員
か

ら
積
極
的
に
学
生
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
悩
み
多
き

歳
ご
ろ
で
し
ょ
う
。
環
境
が
ガ
ラ
リ

と
変
わ
る
と
ス
ム
ー
ス
に
適
応
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
毎
日
の
勉
学

に
、
生
活
に
、
友
人
同
士
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
、
心
配
ご
と
が
出
て
き
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
私
、
学
長
も
含
め

優
秀
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
相
談
も

自
由
に
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
皆

さ
ま
の
在
学
中
の
健
康
管
理
、
心
の

悩
み
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
に
対

し
て
も
適
切
に
対
応
す
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
学
生
生
活

を
お
過
ご
し
下
さ
い
。
ま
た
、
私
の

方
針
と
し
て
常
に
学
長
室
の
ド
ア
は

開
い
て
お
り
ま
す
。
気
軽
に
出
向
い

あ
っ
た
。
別
所
梅
之
助
は
こ
う
い
う

本
多
の
行
き
方
を
評
し
て
「
先
生
の

構
え
は
お
ほ
む
ね
正
眼
な
り
。
理
詰

め
の
勝
負
を
な
せ
ど
も
、
奇
捷
（
き

し
ょ
う　

思
い
が
け
な
い
勝
ち
）
を

得
ん
と
あ
せ
ら
ず
。
戦
は
ず
し
て
時

に
笑
う
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
が
、

確
固
た
る
信
念
と
、
そ
れ
に
ワ
ン

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
余
裕
を
与
え
る
豊
か

な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
み
が
こ
の
よ
う

な
行
き
方
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
ろ
う
。

経
営
の
苦
心

　

本
多
が
東
京
英
和
学
校
校
長
と
し

て
こ
れ
を
指
導
し
て
い
っ
た
の
は
、

彼
の
満
四
十
一
歳
か
ら
五
十
八
歳
に

わ
た
る
時
期
で
あ
り
、
年
齢
的
に
も

円
熟
し
、
か
つ
働
き
盛
り
の
十
七
年

間
で
あ
っ
た
。
後
年
か
れ
は
、
そ
の

来
し
方
を
振
り
返
り
、
彼
一
流
の
率

直
さ
で
こ
う
述
懐
し
た
。「
宗
教
学

校
に
校
長
た
ら
ん
と
す
る
者
は
、
逆

風
に
帆
船
を
遣
ら
ん
と
す
る
如
き

で
、
帆
を
操
っ
て
千
鳥
掛
け
に
乗
り

切
り
な
が
ら
目
的
地
に
達
す
る
航
程

は
き
わ
め
て
僅
少
で
あ
る
。
順
風
を

受
け
て
理
想
に
邁
進
す
る
よ
う
な
好

日
和
は
一
日
も
望
み
得
な
い
と
い
っ

て
よ
い
。文
部
省
は
右
に
あ
り
、ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
左
に
あ
り
、
前
に
は
社
会

が
あ
り
、
後
に
は
教
会
が
あ
る
。
さ

ら
に
自
分
の
身
に
接
近
し
な
が
ら
、

面
倒
な
挟
み
打
ち
を
す
る
者
は
諸
教

授
と
学
生
と
で
あ
る
。
こ
の
辛
苦
艱

難
は
実
に
言
語
に
絶
し
て
経
験
し
た

者
で
な
け
れ
ば
想
像
も
で
き
な
い
。」

青
山
学
院
と
改
称

　

一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
は
、

青
山
の
地
に
東
京
英
和
学
校
が
創
立

さ
れ
て
以
来
十
周
年
に
当
た
っ
た
。

六
月
二
十
九
日
芝
公
園
三
緑
亭
に
お

い
て
盛
大
な
開
校
十
周
年
祝
賀
会
が

催
さ
れ
、
井
深
梶
ノ
助
、
元
良
勇
次

郎
、
徳
富
猪
一
郎
そ
の
他
の
演
説
が

あ
り
、
本
多
校
長
は
閉
会
に
当
た
っ

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

て
学
校
の
十
年
の
歩
み
を
神
に
謝
し

て
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
東

京
英
和
学
校
は
青
山
学
院
と
改
称
し

た
。
英
和
と
い
う
名
は
い
わ
ゆ
る
欧

化
主
義
の
時
代
に
は
魅
力
あ
る
言
葉

で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
時
世
は
変
わ

り
、
こ
と
に
明
治
二
十
年
代
の
国
粋

主
義
的
空
気
の
進
展
と
と
も
に
時
流

に
適
合
し
な
く
な
っ
て
い
た
。ま
た
、

次
第
に
複
雑
化
し
て
き
た
教
育
内
容

に
も
こ
の
名
が
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
多
の
発
案
で
土
地
の
名

を
取
っ
て
「
青
山
学
院
」
と
改
称
し

た
の
で
あ
る
。　
　
　

（
以
下
次
号
）

弘前学院大学入学式挙行2012
（平成 24）

　

こ
の
度
、
文
学
部
第
四
十
二
回
、

社
会
福
祉
学
部
第
十
四
回
、
看
護
学

部
第
八
回
、
大
学
院
社
会
福
祉
学
研

究
科
修
士
課
程
第
十
回
、
文
学
研
究

科
修
士
課
程
第
八
回
、
総
勢
一
六
七

名
の
皆
さ
ま
を
弘
前
学
院
大
学
に
お

迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
お
子
様
の
ご
成
長
を
楽
し

み
に
一
生
懸
命
育
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
お
喜
び
は
い

か
ば
か
り
か
と
ご
推
察
い
た
し
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
千
年
に
一
度
と
い
う
未

曽
有
の
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し

た
。
今
も
、
か
な
り
大
き
な
地
震
活
動

が
日
本
列
島
で
続
い
て
い
ま
す
。
原

発
事
故
は
言
う
に
お
よ
ば
ず
、
さ
ら

に
は
紀
伊
半
島
豪
雨
と
い
う
自
然
災

学長

𠮷岡　利忠

害
も
あ
り
ま
し
た
。
災
害
か
ら
、
早

く
も
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
復
興
・

復
旧
は
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が

進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
私
共
も

直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
な
支
え
を

常
に
心
掛
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
時
に
、
ブ
ー
タ

ン
国
王
夫
妻
が
来
日
さ
れ
被
災
地
に

も
お
出
か
け
に
な
り
そ
し
て
日
本
各

地
で
お
二
人
幸
せ
の
笑
顔
を
振
り
ま

い
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
に
い
る
私
た

ち
に
と
っ
て
微
笑
ま
し
く
心
を
和
ま

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
小
さ
な
国
で
あ
る

ブ
ー
タ
ン
は
国
民
総
幸
福
度
と
い
う

尺
度
で
世
界
第
一
位
。
因
み
に
日
本

は
平
均
値
で
19
位
だ
そ
う
で
す
。
新

し
い
年
度
を
迎
え
、
私
た
ち
も
さ
ま

ざ
ま
な
面
に
お
い
て
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
弘
前
学
院
大
学
は
、
三
学

部
、
四
学
科
、
二
大
学
院
研
究
科
を

擁
し
、
教
育
の
背
景
に
は
キ
リ
ス
ト

教
の
精
神
が
流
れ
て
お
り
、
北
東
北

に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
教

育
が
一
二
六
年
の
歴
史
を
刻
み
、
同

時
に
伝
統
を
積
み
重
ね
て
い
る
大
学

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
弘
前
学
院
聖

愛
中
学
校
・
高
等
学
校
を
加
え
中
・
高
・

大
・
大
学
院
と
し
て
一
貫
の
教
育
を

行
っ
て
お
り
、
地
域
に
根
差
し
た
研

究
教
育
機
関
と
し
て
広
く
知
れ
渡
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
弘
前
学
院
大
学
の
1
号
館
、

5
号
館
、
6
号
館
に
は
、
大
学
の
建
学

の
精
神
で
あ
る
「
畏
神
愛
人
」
の
書

が
飾
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

神
に
対
し
て
敬
う
心
を
持
ち
、
全
て

の
人
々
を
愛
す
る
、
と
い
う
精
神
で

す
。

　

毎
週
、
木
曜
日
に
礼
拝
が
あ
り
ま

す
。
礼
拝
堂
で
百
年
以
上
前
に
作
ら

れ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
輝
き
、
百

年
を
超
え
た
古
い
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

が
響
き
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
奏
で
る
中

で
礼
拝
が
行
わ
れ
ま
す
。
新
入
生
を

含
め
在
校
生
の
皆
さ
ん

は
こ
の
礼
拝
に
参
加
し

ま
す
。
教
職
員
も
出
席

し
て
お
り
ま
す
。
毎
回

の
礼
拝
で
は
、
楊
宗
教

主
任
、
青
森
県
内
外
の

牧
師
さ
ん
、
阿
保
理
事

長
、
教
員
、
学
長
の
私

も
そ
う
で
す
が
、
聖
書

の
話
し
、
心
に
感
じ
た

出
来
事
、
教
育
論
、
人

生
論
、
体
験
談
な
ど
貴

重
な
話
し
が
聞
け
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教

神
学
の
講
義
も
あ
り
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教

入学式宣誓（４月４日）
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談話室

お
互
い
様
の
心
で

　
　
社
会
福
祉
学
部

　
講
師

　
立
花

　
茂
樹

　

本
多
庸
一
先
生
召
天
百
周
年
記
念

弘
前
学
院
大
学
学
長

　
𠮷
岡

　
利
忠

　

　

二
〇
一
二
（
平
成
二
四
年
）
五
月

十
九
日
（
土
）
本
多
庸
一
先
生
召
天

百
周
年
記
念
式
典
が
、
東
京
の
青
山

学
院
大
学
本
多
記
念
国
際
会
議
場
で

開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
、
阿
保

邦
弘
理
事
長
・
学
院
長
、
𠮷
岡
利
忠

学
長
お
よ
び
笹
森
建
英
特
任
教
授
夫

妻
が
参
加
し
た
。

　

本
多
庸
一
先
生
は
、
津
軽
藩
の
重

臣
の
家
に
生
ま
れ
明
治
維
新
の
動
乱

の
渦
中
を
奔
走
し
日
本
の
教
育
・
宗

教
の
分
野
に
生
涯
を
捧
げ
、
極
め
て

大
き
な
足
跡
を
残
し
、
ま
た
優
れ
た

政
治
家
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
弘

　

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
団

体
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
。
年
会
費
の

額
は
い
く
ら
で
も
い
い
か
ら
。」

　

「
え
え
、
い
い
で
す
よ（
心
の
中
で

は
、え
？
会
費
を
払
う
…
？
）。」

　

数
年
前
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

方
々
の
た
め
に
、
図
書
や
自
治
体
広

報
紙
な
ど
の
点
訳
と
音
訳
の
奉
仕
活

動
を
行
っ
て
い
る
会
の
活
動
に
誘
わ

れ
た
と
き
の
知
人
と
の
会
話
で
あ
る
。

　

そ
の
時
ま
で
は
、
会
費
を
払
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
と

は
、全
く
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
、
恵
ま
れ
て
い
る
者
か
ら

恵
ま
れ
て
い
な
い
者
へ
、
健
常
者
か

ら
障
が
い
者
へ
、
裕
福
な
者
か
ら
貧

困
な
者
へ
と
い
っ
た
、「
与
え
る
立

場
と
与
え
ら
れ
る
立
場
」、「
強
者
と

弱
者
」の
上
下
関
係
、あ
る
い
は
経
済

的
優
劣
の
関
係
で
と
ら
え
る
浅
く
、

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
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t
t
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t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
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t
t
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t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
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t
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t
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t
t
t
t
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二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
度
の

弘
前
学
院
大
学
特
待
生
に
、
五
月

三
十
日
（
水
）
十
二
時
よ
り
賞
状
の

授
与
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
授
与

は
次
の
方
々
で
す
。

◆
文
学
部

　

１
年　

村
上　

皓
紀

　
　
　
　
　
　
　
　

（
弘
前
南
高
校
）

　

２
年　

川
村　

美
咲（
木
造
高
校
）

　

３
年　

境　
　

達
仁

　
　
　
　
　
　
　

（
東
奥
義
塾
高
校
）

　

４
年　

浜
田　

夏
妃

　
　
　
　
　
　
　

（
八
戸
商
業
高
校
）

◆
社
会
福
祉
学
科

　

１
年　

神　
　

紘
弥（
木
造
高
校
）

　

２
年　

工
藤　

鮎
子（
聖
愛
高
校
）

　

３
年　

藤
田　

菜
摘（
三
沢
高
校
）

　

４
年　

佐
藤　

知
美（
水
沢
高
校
）

◆
看
護
学
科

驕
っ
た
考
え
方
を
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、運
営
・
活
動
費
の
多
く
が

会
員
の
会
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、ま
た
、会
員
の
活
動
の

様
子
を
見
聞
き
す
る
う
ち
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
見
方
が

徐
々
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

私
は
、
点
訳
・
音
訳
奉
仕
の
活
動

を
、一
方
通
行
的
に
、視
覚
障
が
い
者

の
方
々
へ
の
情
報
保
障
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て

い
た
。と
こ
ろ
が
、実
は
多
く
の
会
員

が
活
動
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
生

活
で
は
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
経
験
や
文
化
に
出
会
い
、
新
た
な

学
び
の「
楽
し
さ
」
を
知
り
、
苦
労
の

末
に
完
成
し
た
作
品
を
障
が
い
者

の
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

「
感
動
」
と「
喜
び
」
を
味
わ
う
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
精
神
的
報
酬
を
得
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。そ
し
て
、そ
の
こ

と
が
会
員
自
身
の「
生
き
が
い
」
や

「
社
会
的
使
命
感
の
充
実
」
な
ど
、
心

の
豊
か
さ
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
た
。

　

「
会
費
を
払
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
」こ
と
は
、当
た
り

前
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。

　

今
、「
共
生
社
会
」の
実
現
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。「
お
互
い
様
の
心

（
対
等
な
立
場
）」
で
協
力
し
合
う
双

方
向
性
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推

進
こ
そ
が
、
解
決
の
鍵
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
昨
今
で
あ
る
。

て
頂
き
い
ろ
い
ろ
な
お
話
し
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。
私
へ
直
接
メ
ー
ル
し

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

三
年
前
か
ら
開
始
し
た
、「
ヒ
ロ
ガ

ク
教
養
講
話
」
と
い
う
科
目
が
あ
り

ま
す
。
三
学
部
の
新
入
生
が
全
員
参

加
す
る
科
目
で
、
毎
週
木
曜
日
の
礼

拝
終
了
か
ら
約
四
五
分
間
の
講
話
で

す
。
教
職
員
も
含
め
４
階
の
講
堂
に

一
同
が
集
ま
り
、
一
種
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
化
し
ま
す
。
そ

こ
で
楽
し
い
講
演
が
聞
け
ま
す
。
ユ

ニ
ー
ク
な
試
み
で
あ
り
、
多
く
の
教

育
機
関
や
マ
ス
コ
ミ
で
注
目
さ
れ
ま

し
た
の
で
ご
存
じ
の
方
も
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
教
養
を

身
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
が
薄
れ
て

き
た
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、

「
ヒ
ロ
ガ
ク
教
養
講
話
」
は
、
高
校
か

ら
大
学
へ
の
初
年
次
教
育
あ
る
い
は

数
年
後
に
皆
さ
ん
が
社
会
へ
飛
び
立

つ
た
め
の
態
度
を
培
う
科
目
と
言
っ

て
良
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を

担
当
す
る
講
師
陣
は
、
理
事
長
、
学
長
、

各
学
部
長
・
学
科
長
、
事
務
局
の
部
・

課
長
、
そ
し
て
津
軽
界
隈
の
会
社
社

長
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
と
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。
教

科
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。
講
師
が
自
由

に
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
決
め
ま
す
。
先

ず
、
最
初
に
学
長
の
私
が
講
演
し
ま

す
が
、そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
宇
宙
旅
行
」

で
す
。
参
加
学
生
に
は
、
こ
の
講
話

を
聞
い
て
短
い
感
想
文
を
提
出
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
は
取
得
単
位
に
換
算

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
文
学
部

で
は
、
英
語
弁
論
大
会
、
日
本
語
文

章
コ
ン
テ
ス
ト
、
社
会
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
社
会
福
祉
学
部
で
は
、
ヒ
ロ

ガ
ク
福
祉
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
な
ど

な
ど
、
学
生
が
主
体
と
な
る
イ
ベ
ン

ト
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
そ
れ
な
り
の

賞
品
が
で
ま
す
。

　

本
学
に
は
、
特
徴
的
な
研
究
機
関

と
し
て
地
域
総
合
文
化
研
究
所
が
あ

り
ま
す
。
地
域
の
文
化
を
学
術
的
・

総
合
的
な
視
野
か
ら
調
査
研
究
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、「
地
域
学
」

と
い
う
学
術
書
の
発
行
は
す
で
に
第

九
巻
を
数
え
て
お
り
ま
す
。
極
め
て

貴
重
な
学
術
書
で
あ
り
、
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
東
北
地
方
、
青

森
県
内
、
そ
し
て
津
軽
地
方
に
は
様
々

な
風
習
な
ど
が
あ
り
、
そ
こ
に
暮
ら

し
て
い
る
方
々
の
さ
ま
ざ
ま
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
書
に
は
、
そ

の
分
野
の
専
門
家
に
よ
り
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
地
方
の
文
化

を
大
学
生
の
皆
さ
ん
も
勉
強
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
看
護
学
部
で
は
、

保
健
医
療
福
祉
分
野
で
働
く
方
々
の

た
め
に
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
開
講

さ
れ
て
お
り
、
充
実
し
た
内
容
の
た

め
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
高
い
評

価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
新
し
い
試
み
と
し
て
特
別

講
話
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
動
物

tttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

介
在
療
法A

n
im

a
l A

s
s
is

te
d

 

T
h

e
ra

p
y

（A
A

T

）、
す
な
わ
ち

訓
練
さ
れ
た
犬
た
ち
が
病
院
や
高
齢

者
施
設
に
入
り
、
難
病
で
苦
し
ん
で

い
る
患
者
さ
ん
、
高
齢
者
施
設
な
ど

の
入
所
者
た
ち
を
癒
す
と
い
う
、
諸

外
国
で
は
何
十
年
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
療
法
の
特
別
講
演
が
あ
り
ま
す
。

捨
て
犬
を
訓
練
し
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ

ま
で
育
て
あ
げ
る
。
最
近
は
、
東
日

本
大
震
災
で
、
飼
い
主
が
い
な
く
な
っ

た
犬
達
を
救
助
し
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
ク

に
な
る
よ
う
に
訓
練
し
て
い
る
様
子

を
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
通
し
て
見
ま
し

た
。
セ
ラ
ピ
ー
と
い
う
の
は
治
療
と
い

う
意
味
で
す
。
講
師
は
大
木
ト
オ
ル
先

生
で
、
弘
前
学
院
大
学
の
客
員
教
授

に
な
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ブ
ル
ー

ス
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
世
界
的
に
有
名

な
方
で
、
多
分
、
皆
さ
ん
は
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
や
新
聞
で
見
た
り
聞
い
た
り

し
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
音
楽
を
用
い
た
音
楽
療
法

（M
u

s
ic

 T
h

e
ra

p
y

）
な
ど
時
代

に
即
応
し
た
興
味
深
い
講
演
も
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
弘

前
学
院
で
は
、
通
常
の
講
義
や
実
習

な
ど
の
他
に
特
徴
的
な
科
目
を
設
け

て
お
り
、
学
生
生
活
の
充
実
性
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
弘
前
学
院
大
学
は
、
特

に
国
際
交
流
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。
米
国
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
州
に
あ

る
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
と
は
姉
妹

校
を
締
結
し
両
方
の
大
学
生
間
で
行

き
来
が
あ
り
ま
す
し
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
州
シ
ェ
ナ
ン
ド
ア
大
学
、
イ
リ
ノ

イ
州
ノ
ー
ス
セ
ン
ト
ラ
ル
大
学
へ
は

海
外
研
修
、
短
期
留
学
が
継
続
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
単
位
が
取
得
で
き

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
は
、今
後
、

数
校
と
こ
の
よ
う
な
関
係
を
結
ぶ
こ

と
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
最
近
、
中

国
の
上
海
大
学
の
傘
下
に
あ
る
教
育

機
関
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
韓
国
の
大
学
と

の
姉
妹
校
提
携
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
国
際
的
感
覚
を
身
に
付
け
る
た

め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、
在
学

中
で
な
け
れ
ば
経
験
で
き
な
い
行
事

で
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大

学
お
よ
び
シ
ェ
ナ
ン
ド
ア
大
学
と
の

姉
妹
校
提
携
の
時
の
写
真
な
ど
は
校

内
に
掲
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、弘
前
市
内
に
あ
る
六
つ
の
高

等
教
育
機
関
で
組
織
さ
れ
て
い
る「
学

園
都
市
ひ
ろ
さ
き
高
等
教
育
機
関
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
大
学

の
垣
根
を
越
え
学
生
同
士
で
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
考
え
秦
学
都
ひ
ろ
さ
き
紳

の
活
性
化
に
結
び
付
け
よ
う
と
い
う

取
り
組
み
。弘
前
市
か
ら
も
支
援
を
得

て
、
各
大
学
と
の
学
術
的
交
流
、
学
生

が
主
体
と
な
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

市
長
と
の
懇
談
会
、
合
同
文
化
祭
、
弘

前
中
心
街
で
の
イ
ベ
ン
ト
、若
い
世
代

が
街
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
熱
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
新
入
生
の
皆
さ 儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉

儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉儉

前
学
院
の
前
身
で
あ
る
来
徳
女
学
校

お
よ
び
弘
前
教
会
を
創
設
し
、
東
京

英
和
学
校
を
青
山
学
院
と
改
称
し
そ

の
日
本
人
初
の
院
長
と
し
て
の
礎
を

築
き
、
さ
ら
に
は
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト

教
会
の
初
代
監
督
に
就
任
し
た
こ
と

な
ど
数
多
の
業
績
を
残
し
、
そ
の
詳

細
に
関
し
て
は
多
く
の
書
籍
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
式
典
で
は
、
先
ず
本
多
記
念

国
際
会
議
場
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
本

多
庸
一
先
生
胸
像
除
幕
式
が
行
わ
れ

た
。
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
山

北
宣
久
青
山
学
院
長
の
挨
拶
、
氣
賀

健
生
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
に
よ

る
「
本
多
庸
一
の
信
仰
と
生
涯
」
と

題
す
る
基
調
講
演
、
そ
の
後
、
深
町

正
信
青
山
学
院
名
誉
院
長
、
梅
津
裕

美
本
多
記
念
協
会
牧
師
を
加
え
た
パ

ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。

除
幕
式
に
は
、
安
藤
孝
四
郎
青
山
学

院
理
事
長
、
山
北
宣
久
青
山
学
院
院

№ 開講日 担　当　者 タ　イ　ト　ル

1
４月

19 学　長 𠮷岡　利忠 宇宙旅行

2 26 文学部長 畠山　　篤 琴の呪力―神霊・自然・社会の統御―

3

５月

10 弘前学院校友会　東京支部長 野村　洋子 たった一言の重み

4 17 A Plus English School
ミッシェル

アーネンセン
語学と勇気
―ニューヨーカーがリンゴの国へ―

5 24
青森県警察本部生活安全企画課
子ども・女性安全推進室　警部補

黒滝　和代
犯罪被害に遭わないために
～自分の身は自分で守ろう～

6 31 弘前商工会議所　名誉会頭 新戸部満男 能力無限

7

６月

7 英語・英米文学科　科長 佐藤　和博 「アイディアをどう作るか？」について考える

8 14 日本語・日本文学科　科長 井上　諭一
クールジャパン
― 日本のソフトパワー ―

9 28 弘前市ソフトボール協会　理事長 須郷　紘輔
短詩形文学（短歌・俳句）がとらえた大震災
その２

10

７月

5 日本語・日本文学科　講師 生島　美和
暮らしの舞台は「学都ひろさき」
―まちづくりに響く学生の声―

11 12 株式会社　栄研　代表取締役 清藤　　慧 介護施設の現場から

12 19
弘前オペラ会員 長内由起子

賽の川原のお地蔵さま
社会福祉学部　教授 笹森　建英

13 26
元ソフトボール日本代表監督　弘前
市教育委員会　保健体育課　主査

斎藤　春香
「世界一への道のり」
～勝つための組織づくりとは～

№ 開講日 担　当　者 タ　イ　ト　ル

1 １月 24 国際セラピードッグ協会　代表 大木トオル

2012(平成24)年度『特別講話』　　　　　　　　　  　（10時20分～11時50分）(414号 大講義室)

2012(平成24)年度１年生(新入生）のための『ヒロガク教養講話』
（木曜日11時15分～45分間）(414号 大講義室)

　

１
年　

松
田　

彩
花

　
　
　
　
　
　
　

（
三
本
木
高
校
）

　

２
年　

今
野
紗
耶
香（
橘
高
校
）

　

３
年　

吉
田
さ
く
ら

　
　
　
　
　
　

（
盛
岡
第
二
高
校
）

　

４
年　

小
山
内　

萌

　
　
　
　
　
　
　
　

（
聖
愛
高
校
）

二
〇
一
二
年
度 

　
特
待
生
授
与

長
、
本
多
家
親
族
、
村
岡
博
史
弘
前

教
会
牧
師
そ
れ
に
𠮷
岡
利
忠
弘
前
学

院
大
学
学
長
が
参
列
し
た
。

　

記
念
感
謝
祭
は
青
山
学
院
ア
イ

ビ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
阿
保

邦
弘
弘
前
学
院
理
事
長
・
学
院
長
は

挨
拶
の
中
で
、
本
多
庸
一
先
生
の
知

ら
れ
ざ
る
一
面
を
紹
介
し
参
加
者
の

感
動
を
得
て
い
た
。
式
典
の
後
援
と

し
て
弘
前
市
お
よ
び
弘
前
市
教
育
委

員
会
が
、
共
催
と
し
て
更
新
伝
道
会
、

日
本
基
督
教
団
本
多
記
念
協
会
、
日

本
基
督
教
団
弘
前
教
会
、
学
校
法
人

東
奥
義
塾
、
学
校
法
人
弘
前
学
院
が

名
を
連
ね
た
。

ん
も
積
極
的
に
参
加
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

正
門
か
ら
入
り
右
手
に
あ
る
国
指

定
重
要
文
化
財
宣
教
師
館
は
、礼
拝
堂

と
と
も
に
弘
前
学
院
大
学
に
集
う
私

た
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。宣
教
師
館
や

礼
拝
堂
に
一
歩
入
る
と
心
が
和
み
ま

す
。
新
鮮
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
時
に

は
、安
ら
ぎ
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
私
か
ら
の
式
辞
と
い
た
し

ま
す
。
本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
神
の
思

し
召
し
を
。G

o
d

 B
le

s
s
 Y

o
u

.　

ttttttt

儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉

阿保理事長・学院長
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看
護
学
部
就
職
セ
ミ
ナ
ー

病
院
合
同
説
明
会
報
告

　

平
成
二
十
四
年
度
学
内
就
職
セ
ミ

ナ
ー
病
院
合
同
説
明
会
を
四
月
二
十

八
日
（
土
）
本
学
体
育
館
に
お
い
て
、

四
十
施
設
の
参
加
の
下
実
施
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
施
設
人
事
担
当

者
か
ら
施
設
の
概
要
、
勤
務
条
件
や

環
境
、
新
人
研
修
体
制
な
ど
の
情
報

を
収
集
し
施
設
の
役
割
と
機
能
を
理

解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
就

職
の
参
考
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
な
お
学
生
は
、
三
・
四
年

生
含
め
て
こ
れ
ま
で
の
最
高
の
九
四

名
が
参
加
し
た
。

  

セ
ミ
ナ
ー
は
、
昨
年
度
の
反
省
を

踏
ま
え
て
、
学
生
が
多
く
の
施
設
の

説
明
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
施
設
側

の
説
明
を
三
十
分
刻
み
の
交
代
制
と

し
、
長
丁
場
（
休
憩
な
し
）
の
三
時

間
で
実
施
し
た
。

  

セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
は
、
い
ず
れ
の

施
設
の
ブ
ー
ス
も
活
発
に
説
明
が
行

わ
れ
た
。
時
間
の
経
過
と
共
に
学
生

の
施
設
側
に
対
す
る
姿
勢
が
熱
を
帯

び
、
そ
れ
を
受
け
て
施
設
側
の
説
明

も
さ
ら
に
加
速
を
増
し
、
会
場
全
体

が
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
の

た
め
、
急
遽
休
憩
を
入
れ
、
ヒ
ー
ト

ダ
ウ
ン
に
努
め
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

  

終
了
後
実
施
し
た
学
生
の
ア
ン

ケ
ー
ト
（
重
複
回
答
）
結
果
か
ら
は
、

約
68
％
が
興
味
あ
る
施
設
の
情
報
が

得
ら
れ
、
約
46
％
が
就
職
を
具
体
的

に
意
識
で
き
、
約
８
％
が
就
職
を
希

望
す
る
施
設
が
見
つ
か
っ
た
な
ど
の

回
答
が
あ
り
、
学
生
の
勤
労
観
・
職

業
観
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
約

82
％
が
五
ヶ
所
以
上
の
施
設
を
巡
り

当
初
の
目
的
を
十
分
に
果
た
し
て
い

た
。
さ
ら
に
、「
時
間
が
足
り
な
か
っ

た
。
も
っ
と
他
の
施
設
の
話
を
聞
き

た
か
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
時
間
を
長

く
し
て
欲
し
か
っ
た
」
な
ど
の
意
欲

的
な
コ
メ
ン
ト
や
次
年
度
の
継
続
開

催
要
望
も
あ
っ
た
。

　

一
方
、
施
設
側
の
本
学
生
へ
の
印

象
と
し
て
、
礼
儀
正
し
く
挨
拶
が
き

ち
ん
と
で
き
て
お
り
、
表
情
も
よ
く

積
極
的
に
話
し
て
も
ら
い
、
非
常
に

好
感
が
持
て
た
こ
と
や
、
交
代
制
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
効
果
的
に

か
つ
有
効
に
時
間
を
活
用
し
説
明
で

き
た
な
ど
の
回
答
が
多
く
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
本
学
生
に
対
す
る
施
設

側
の
評
価
の
高
さ
の
表
れ
で
あ
り
、

い
み
じ
く
も
吉
岡
学
長
が
開
催
の
挨

拶
で
述
べ
た
、
本
学
の
学
生
は
き
ち

ん
と
礼
儀
等
の
教
育
が
な
さ
れ
て
い

父
母
と
教
職
員
の
会 

総
会
・
懇
談
会
報
告

　

五
月
二
十
六
日
（
土
）、
本
学
に

て
二
〇
一
二
年
度
父
母
と
教
職
員
の

会
総
会
・
懇
談
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
佐
藤
和
博
会
長
が
議
長

と
な
り
、
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

○
第
一
号
議
案

　

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
度

活
動
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
に
つ

い
て

○
第
二
号
議
案

　

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
度

活
動
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て

○
第
三
号
議
案

　

役
員
改
選
に
つ
い
て

な
お
、
役
員
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会　

長　

佐
藤　

和
博（
本
学
教
授
）

副
会
長　

前
田　

晴
茂

監　

事　

相
馬　

玲
子

監　

事　

佐
々
木
正
晴（
本
学
教
授
）

顧　

問　

吉
岡　

利
忠
（
学
長
）

　

総
会
後
行
わ
れ
た
懇
談
会
で
は
、

学
生
生
活
や
履
修
及
び
単
位
修
得
、

就
職
状
況
等
の
説
明
の
後
、
出
席
さ

れ
た
ご
父
母
よ
り
ご
家
庭
で
の
学
生

の
様
子
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ

き
、
終
始
和
や
か
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
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t
t
t
t
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t
t
t
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t
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t
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■平成24年度　科学研究費助成事業(科学研究費補助金)採用者一覧　　　（単位：千円）

■平成24年度　科学研究費助成事業(学術研究助成基金助成金)採用者一覧

■平成24年度　科学研究費助成事業(基盤研究(B)、若手研究(A))採用者一覧

研究種目
研究代表者

研　究　課　題
採択金額

継続/新規
部局・職名 氏名 直接経費 間接経費

基盤研究
(Ｂ)一般

文学部
准教授

今村かほる
災害対応のための方言活用システ
ムと方言ツールの開発

4,400 1,320 新規(H24-26)

研究種目
研究代表者

研　究　課　題
採択金額

継続/新規
部局・職名 氏名 直接経費 間接経費

基盤研究
(Ａ)一般

学　長 吉岡　利忠
骨格筋機能を維持・向上させる骨
格筋再構築ネットワークの解明と
スポーツ科学への応用

7,300 2,190 継続(H22-25)

研究活動ス
タート支援

社会福祉学部
講師

遠藤ゆり子
中近世移行期の東北にみる大名の
滅亡・改易と村の動向

1,100 330 継続(H23-24)

研究種目
研究代表者

研　究　課　題
採択金額

継続/新規
部局・職名 氏名 直接経費 間接経費

基盤研究
（Ｃ）一般

文学部
教授

顧　　偉良
中国知識人の挫折と信念―蕭乾文
学と思想の軌跡をめぐって

1,400 420 新規(H24-26)

看護学部
教授

岡田　　実
精神科における患者―看護師間の
対立状況を解決するコミュニケー
ションスキルの開発

1,100 330 継続(H23-25)

若手研究
(Ｂ)

社会福祉学部
准教授

小川　幸裕
独立型社会福祉士におけるビジネ
スモデルに関する実証的研究

700 210 継続(H23-24)

挑戦的
萌芽研究

看護学部
教授

櫛引美代子
産褥期の乳房緊満に対するキャベ
ツ葉湿布の冷却効果に関する検証

2,200 660 新規(H24-26)

看護学部
講師

工藤　優子
妊娠子宮の増大に伴う腹部の突出
に制限される視界と日常生活動作

500 150 継続(H23-25)

人

事

異

動

　
◆
新
任
紹
介

　
　

社
会
福
祉
学
部

　
　
　
　

講　

師　
　

立
花　

茂
樹

　
　

看
護
学
部

　
　
　
　

教　

授　
　

池
田　

信
子

　
　
　
　

助　

教　
　

伊
藤　

理
恵

　
　
　
　

助　

教　
　

三
上
ふ
み
子

　
　
　
　

助　

教　
　

小
野　
　

綾

　
　

事
務
職
員

　
　
　
　

総
務
課
長　

對
馬　
　

充

　
　
　
　

就
職
課
長　

髙
松　
　

彰

　
　
　
　

図
書
館　
　

柴
田　

拓
也

　
　
　
　

学
務
課　
　

水
木
沙
弥
香

　
　
　
　

文
学
部
事
務　

成
田　

一
平

　
　
　
　

社
会
福
祉
学
部
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
実
香

　
　
　
　

入
試
広
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
市　

洋
平

　
◆
退
　
職

　
　

社
会
福
祉
学
部

　
　
　
　

講　

師　
　

本
郷　
　

亮

　
　
　
　

助　

教　
　

米
山　

珠
里

　
　

事
務
職
員

　
　
　
　

就
職
課
長　

小
嶋　

定
雄

　
　
　
　

学
務
課
（
看
護
学
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
森　

秀
子

　
　
　
　

入
試
広
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
内
千
夏

　
　
　
　

総
務
課　
　

葛
西　

秀
隆

　
　
　
　

学
生
課　
　

中
嶋　

洋
平

　
◆
異
　
動

　

学
生
課
へ
（
法
人
本
部
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　

香
織

　

法
人
本
部
へ
（
学
務
課
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
小
夜
子

　

総
務
課
へ
（
文
学
部
事
務
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

光
子

　

学
務
課（
看
護
学
部
へ
）（
社
会
福

　

祉
学
部
事
務
よ
り
）
齊
藤　

妙
子

　
　平

成
二
十
四
年
度
学
部
・

学
科
長
及
び
主
任
紹
介

　
◆
文
学
部

　
　

文
学
部
長

　
　
　
　
　

教　

授　

畠
山　
　

篤

　
　

英　

語
・
英
米
文
学
科
長

　
　
　
　
　

教　

授　

佐
藤　

和
博

　
　

日
本
語
・
日
本
文
学
科
長

　
　
　
　
　

教　

授　

井
上　

諭
一

　
　

学
務
主
任

　
　
　
　
　

准
教
授　

鎌
田　
　

学

　
　

学
生
主
任

　
　
　
　
　

教　

授　

森
田　
　

猛

　
◆
社
会
福
祉
学
部

　
　

社
会
福
祉
学
部
長

　
　
　
　
　

教　

授　

八
戸　
　

宏

　
　

社
会
福
祉
学
科
長

　
　
　
　
　

准
教
授　

葛
西　

久
志

　
　

学
務
主
任

　
　
　
　
　

准
教
授　

北
村　
　

繁

　
　

学
生
主
任

　
　
　
　
　

准
教
授　

棟
方　

達
也

　
◆
看
護
学
部

　
　

看
護
学
部
長　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

教　

授　

神
郡　
　

博

　
　

看
護
学
科
長　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

教　

授　

櫛
引
美
代
子

　
　

学
務
主
任　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

教　

授　

三
上　

聖
治

　
　

学
生
主
任　
　
　

　
　
　
　
　

教　

授　

岡
田　
　

実

2012（平成24）年度  科学研究費助成事業（科研費）採用者決定
　科学研究費助成事業（科研費）は、人文・社会科学から自然科学まで、全ての分
野にわたり、基礎から応用までのあらゆる「学術研究」を格段に発展させることを
目的とする唯一の「競争的資金」で、創造的・先駆的な研究に対する助成を行って
いるものである。
　全国の国公私立大学、短期大学、研究機関の研究者が積極的に申請するが、厳しい
審査が行われるので、その採用者は極めて低く私立大学では17％程度である。
　今年度は表のように新規及び継続を含めて８件あり、直接経費及び間接経費の総
額は全国の私立大学や研究施設の中で補助金が下りた550機関のうち188位にランク
された。

る
こ
と
を
実
証
し
た
回
答
で
も
あ
っ

た
。

  

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
学
生

が
看
護
の
意
義
と
目
的
を
改
め
て
認

識
し
、
意
欲
的
に
就
職
に
取
り
組
む

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

結
び
に
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
あ
た

り
、
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
い
た

各
病
院
施
設
の
皆
様
、
ご
指
導
お
世

話
を
頂
き
ま
し
た
看
護
学
部
の
先
生

方
、
会
場
設
営
等
で
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
事
務
職
員
の
皆
様
方
に
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
セ
ミ
ナ
ー
報
告

と
致
し
ま
す
。（
就
職
課
）

23

23

23

23

24

24
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uuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuuu 新入生の夢と希望

　

本
学
は
、
二
〇
一
三
年
度
よ

り
正
式
に
海
外
留
学
生
を
受
け

入
れ
る
た
め
、
昨
年
四
月
以
来
、

海
外
の
大
学
と
の
姉
妹
校
提
携

の
準
備
作
業
は
、
着
々
と
進
め

て
き
た
。
そ
の
場
合
、
留
学
生

募
集
に
関
す
る
す
べ
て
の
業
務

を
海
外
提
携
校
に
委
託
す
る
の

を
同
意
す
る
。
そ
し
て
、
双
方

の
間
に
調
整
の
上
、
協
定
書
、

　

緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

入
学
式
か
ら
、
二
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
大
学
と
い
う
新
し
い
場
所
で
、

た
く
さ
ん
の
人
々
と
出
会
い
、
県
外

か
ら
の
友
人
も
い
て
、
毎
日
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

弘
前
学
院
大
学
に
入
学
し
て
か

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
二
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
自
分
で
決
め
た
進
路
で

し
た
が
、
入
学
す
る
前
は
不
安
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
勉
強
に
つ
い

　

大
学
院
に
入
っ
て
、
学
部
の
頃
と

変
わ
っ
た
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
共
同
研
究
室
を
使
え
る
様
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
ま
た

便
利
で
あ
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
修
士
論
文
の
指

　

弘
前
学
院
大
学
に
入
学
し
て
、
早

い
も
の
で
も
う
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
入
学
し
た
当
初
は
こ
れ
か
ら
始

ま
る
大
学
生
活
へ
の
期
待
よ
り
も
、

こ
の
先
上
手
く
や
っ
て
い
け
る
の
か

と
い
う
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
、
高
校

生
活
と
は
全
く
異
な
っ
た
新
た
な
環

　

弘
前
学
院
大
学
に
入
学
し
て
か
ら

２
ヶ
月
が
た
ち
、
大
学
生
活
に
も
慣

れ
て
き
ま
し
た
。

　

故
郷
か
ら
離
れ
て
の
生
活
、
一
人

姉

妹

校

提

携
文
学
部

　
教
授

　
顧

　
　
偉
良

　

新
し
い
学
び
場

社
会
福
祉
学
部
一
年（
青
森
山
田
高
校
卒
）　
佐
藤

　
恵
利

　

前
へ
進
む看

護
学
部
一
年（
三
本
木
高
校
卒
）　
松
田

　
彩
花

　

余
裕
あ
る
思
考大

学
院
文
学
研
究
科

　
柘
植
由
美
恵

　

自
分
の
可
能
性

英
語
・
英
米
文
学
科
一
年（
黒
石
高
校
卒
）　
畑
澤

　
　
藍

　

選
択
の
大
学
生
活

日
本
語
・
日
本
文
学
科
一
年（
盛
岡
市
立
高
校
卒
）　
廣
瀬

　
　
遼

　

覚
書
を
調
印
す
る
。こ
れ
に
基
づ
き
、

文
学
部
顧
偉
良
教
授
は
、
中
国
側
の

大
学
と
の
間
に
積
極
的
に
提
携
作
業

を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
今
年

の
三
月
に
は
上
海
莘
遠
国
際
教
育
セ

ン
タ
ー
（
上
海
大
学
）、
五
月
に
は

上
海
外
国
語
大
学
留
学
セ
ン
タ
ー
と

の
姉
妹
校
提
携
に
合
意
を
得
ら
れ
、

双
方
の
代
表
（
本
学
は
𠮷
岡
利
忠
学

長
）
が
協
定
書
に
署
名
し
た
。
海
外

　

大
学
の
授
業
は
、
高
校
生
時
代
と

は
全
く
違
い
、
驚
き
が
た
く
さ
ん
で

す
。
一
時
間
半
と
い
う
時
間
の
長
さ

に
は
、
深
く
専
門
的
で
、
興
味
深
く
、

主
に
口
頭
で
伝
え
る
の
で
、
集
中
し

て
聴
か
な
け
れ
ば
、
後
々
大
変
に

な
っ
て
く
る
と
い
う
の
も
、
特
徴
の

一
つ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
ノ
ー

ト
を
ま
と
め
る
作
業
が
難
し
く
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
新
し
い
発
見
や
知

識
も
た
く
さ
ん
学
ぶ
事
が
で
き
ま

て
い
け
る
だ
ろ
う
か
、
新
し
い
友
達

と
仲
良
く
な
れ
る
だ
ろ
う
か
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
へ

期
待
が
高
ま
る
反
面
、
不
安
な
思
い

が
募
り
ま
し
た
。

　

入
学
後
、
環
境
の
変
化
に
驚
き
や

戸
惑
い
を
感
じ
る
日
々
が
続
き
ま
し

た
。
初
め
は
慣
れ
な
い
学
内
で
講
義

室
を
探
す
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
と
は
大
き
く
異
な
る
90

導
以
外
の
授
業
で
も
修
士
論
文
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
を
絡

め
て
考
え
る
様
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
学
校
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
修
士

論
文
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て

も
良
い
く
ら
い
で
あ
る
。
実
に
良
い

傾
向
で
あ
る
と
思
う
。
私
の
大
学
院

で
の
第
一
目
標
は
、
悔
い
の
残
っ
た

卒
業
レ
ポ
ー
ト
を
満
足
の
い
く
修
士

論
文
に
仕
上
げ
る
こ
と
な
の
で
、
こ

の
現
状
は
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
き

境
に
た
だ
た
だ
戸
惑
う
ば
か
り
で
し

た
。
で
す
が
、
リ
ト
リ
ー
ト
や
様
々

な
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
場
を
通
し
て
先
生

方
と
ふ
れ
あ
い
、
か
け
が
え
の
な
い

友
人
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
、
今
ま
で
の
不
安
が
ま
る
で
嘘

だ
っ
た
か
の
よ
う
に
な
く
な
り
、
毎

日
学
校
へ
行
く
こ
と
が
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
。
日
々
の
授
業
や
勉
学
に

対
し
て
も
、
真
剣
に
、
そ
し
て
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
、
自
分
一
人
で
生
活
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
大
学
生
活
は
、
始

め
は
不
安
し
か
な
か
っ
た
。し
か
し
、

同
じ
一
年
生
の
仲
間
や
、
教
授
と
の

関
わ
り
、サ
ー
ク
ル
、日
々
の
生
活
に

慣
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
段
々

充
実
し
た
大
学
生
活
に
な
っ
て
き
た
。

　

サ
ー
ク
ル
を
例
に
挙
げ
る
と
、

様
々
な
人
々
と
の
関
わ
り
や
、
今
ま

ち
ん
と
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

　

卒
業
レ
ポ
ー
ト
の
時
は
一
年
間
し

か
準
備
期
間
が
な
か
っ
た
、し
か
し
、

修
士
論
文
に
関
し
て
は
二
倍
の
二
年

間
あ
る
。
さ
ら
に
、
卒
業
レ
ポ
ー
ト

の
指
導
が
始
ま
っ
た
当
初
、
ち
ょ
う

ど
去
年
の
今
ぐ
ら
い
の
時
期
だ
ろ
う

か
、
ま
だ
レ
ポ
ー
ト
の
輪
郭
す
ら
見

え
ず
に
周
章
狼
狽
し
て
い
た
。
そ
れ

に
比
べ
て
、
今
は
目
指
す
先
が
し
っ

か
り
と
見
え
て
い
る
。
つ
ま
り
卒
業

レ
ポ
ー
ト
の
時
に
比
べ
て
、
断
然
余

裕
が
あ
る
。
そ
の
余
裕
の
お
蔭
で

し
っ
か
り
思
考
で
き
て
い
る
様
に
感

　

私
が
大
学
に
入
っ
て
一
番
感
じ
て

い
る
こ
と
は
、
可
能
性
は
ど
こ
に
で

も
散
ら
ば
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
生
か

す
も
殺
す
も
全
て
は
自
分
次
第
と
い

う
こ
と
で
す
。
大
学
で
は
高
校
の
よ

う
に
決
め
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

用
意
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ
れ
は
自
由
で
あ
る
と
同
時
に
、

大
き
な
責
任
も
負
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
と
は
教
養
を
身
に
付
け

る
場
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
勉

学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
サ
ー
ク
ル

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
そ
し

て
今
ま
で
自
分
が
や
っ
た
こ
と
の
な

い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、
教
養

や
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た

で
し
た
こ
と
の
な
い
活
動
か
ら
の
刺

激
が
あ
る
。
弘
前
学
院
だ
け
で
な
く

弘
前
大
学
の
人
と
も
関
わ
る
こ
と
も

で
き
、
と
て
も
楽
し
い
。

　

こ
の
よ
う
に
新
し
い
生
活
を
始
め

る
に
お
い
て
大
切
な
の
は
、
自
ら
の

選
択
だ
と
思
う
。
大
学
は
小
・
中
・

高
等
学
校
と
違
っ
て
、自
由
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
自
分
の
選

択
次
第
で
ど
う
な
る
か
が
決
ま
っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。
充
実
し
た

大
学
生
活
を
過
ご
す
か
、
な
ん
と
な

く
過
ご
し
て
無
駄
な
日
々
に
な
っ
て

す
。
一
年
次
は
、
主
に
教
養
部
分
が

多
い
の
で
す
が
、
二
年
次
か
ら
始
ま

る
専
門
的
な
授
業
に
向
け
て
、
努
力

を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
将
来
、
障
害
児
に
関
わ
る

仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
、
特
別

支
援
学
校
教
諭
の
資
格
取
得
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
、
興
味
が

あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

る
サ
ー
ク
ル
に
も
入
り
ま
し
た
。
先

日
初
め
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

経
験
し
、「
ご
苦
労
様
」
と
言
っ
て

頂
け
る
嬉
し
さ
と
大
変
さ
を
、
身
を

も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。
将
来
の
為
に

も
、
た
く
さ
ん
活
動
し
、
役
立
て
て

い
き
た
い
で
す
。
サ
ー
ク
ル
と
勉
強

の
両
立
は
も
ち
ろ
ん
、
支
え
て
く
れ

て
い
る
両
親
や
家
族
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
過
ご
し
て
い
き
た

い
。
夢
へ
少
し
で
も
近
づ
き
成
長
で

き
る
よ
う
、
先
生
方
を
は
じ
め
、
先

輩
方
か
ら
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
友
達
と
、
笑
い
合

え
る
充
実
し
た
４
年
間
に
で
き
る

よ
う
励
ん

で
い
き
た

い
。

分
と
い
う
授
業
時
間
に
慣
れ
る
の
に

も
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

単
位
を
意
識
し
て
自
分
で
選
ぶ
科
目

を
決
め
る
こ
と
も
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
大
変
で
し
た
。
二
ヶ
月
が
経
ち
、

今
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
出
さ
れ
る

課
題
に
取
り
組
ん
だ
り
、
サ
ー
ク
ル

に
参
加
し
た
り
、
忙
し
い
け
れ
ど
も
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
不
安
な
こ
と
も
多
く
、
挫
け

そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
一
人
暮
ら
し
を
心
配
し
て
く
れ

る
家
族
や
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ

る
友
人
、
優
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ

る
先
生
方
の
支
え
が
あ
る
の
で
、
少

し
ず
つ
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
過
ご
す
大
学
四
年
間
で

は
、
逃
げ
た
く
な
る
こ
と
や
辛
い
こ

と
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
時
も
、
看
護
師

に
な
る
と
い
う
夢
を
見
失
わ
ず
、
幅

広
い
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
な
が

ら
一
生
懸
命
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
支
え
て

く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
目
標
に
向
か
っ
て
努

力
し
続
け
、前
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

じ
て
い
る
。
卒
業
レ
ポ
ー
ト
の
時
と

は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
に
思

考
が
広
く
多
種
に
広
が
っ
て
い
る
の

を
感
じ
る
。
こ
れ
は
と
て
も
良
い
傾

向
で
あ
る
。
こ
の
調
子
で
行
け
ば
満

足
い
く
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
感
が
あ

る
。

　

こ
の
調
子
で
、
し
っ
か
り
や
っ
て

い
け
ば
良
い
も
の
が
書
け
る
だ
ろ

う
。
こ
の
先
も
「
満
足
行
く
修
士
論

文
」
を
目

指
し
、
邁

進
し
て
行

き
た
い
。

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
夢
は
英
語
の
教
員
に
な
る
こ

と
で
す
。
た
だ
英
文
法
や
単
語
を
教

え
る
の
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
う
な
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
根
本
か
ら
理
解

さ
せ
、
英
語
そ
の
も
の
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
今
以
上
に
勉
学

に
励
み
、
ま
た
留
学
を
し
て
国
際
的

な
視
点
や
広
い
価
値
観
を
養
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
卒
業
時
に
こ
れ

ま
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
弘
前

学
院
大
学
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
心

か
ら
思
え
る
よ
う
に
、
今
を
精
一
杯

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
ま
う
か
は
、
自
分
の
選
択

次
第
で
あ
る
。

　

私
が
大
学
四
年
間
で
目
指

す
の
は
、
中
学
校
の
国
語
の

教
員
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
自
分
の
す
べ
き

こ
と
は
勿
論
、
自
分
の
能
力

を
高
め
て
い
け
る
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
き
、
何
事
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

姿
勢
を
忘
れ
な
い
で
、
こ
れ

か
ら
の
大
学
生
活
を
過
ご
し

て
い
き
た
い
。

留
学
生
を
受

け
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ

て
、
本
学
の

教
育
環
境
が

変
わ
り
、
国

際
化
へ
新
た

な
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と

に
な
る
。


